
平成２９年度 第２回 視覚障がい乳幼児の親子教室「ひまわり教室」報告  

2017/10/14/SAT. 

親子活動 テーマ「お米」

 お米を炊く手順については、４つのステップに分け、短
く分かりやすい言葉で伝えました。弱視のお子さんは、パ
ワーポイントを iPad（１２インチ）の画面で見るように
しました。 
 お米を洗う場面では、手のひらで水面を何度もたたき、
頭も体もビショビショに濡れてしまった友達がいました。
でも、水やお米が飛び散る様子がとても面白かったらし
く、満面の笑顔でした。 
 炊飯器から湯気が立ち上りごはんの香りがしてくると、
みんなで今か今かと炊飯器の合図の音を待ちました。 

 ほかほかのごはんの温かさ、お米とは異なるやわら
かい感触をそれぞれのスタイルで感じながら、おにぎ
りを作りました。鮭や昆布が人気でした。 
 

あまり外でごはんを食べない
というお子さんも、この日は
もりもりと食べることができ
ました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は本物の「稲穂」が手に入り、み

んなで触りました。兄弟姉妹のみなさ

んも「見たことはあるけど触ったこと

はない。」らしく、物珍しい様子でし

た。サワサワという音に耳を傾けた

り、勢いよく掴んだり、何だかモゾモ

ゾする雰囲気に用心したり、一人一人

の感じ方が見られました。 

年長さんは「レインスティッ
ク」、年少さんより年下の友達は
「マラカス作り」に取り組みまし
た。マラカス作りでは、お米より
もボウルやプラスティックの空容
器、シールなど、それぞれにおも
しろいものを見つけて遊ぶ様子が
印象的でした。年長さんは、小さ
な穴につまようじを何本も差し、
とても器用に仕上げることができ
ました。 

今回は５名の友達が参加しました。
また、お兄ちゃん、お姉ちゃんが一
緒に参加してくれたご家族もあり、
とてもにぎやかな時間になりまし
た。食べることは人にとって最も楽
しみなことの一つです。食べること
から興味関心が拡がること、食材に
かかわるいろいろなことを知ること
など、幼児期に大切にしておけると
いいですね。みなさんの笑顔に、来
年は何がいいだろうかと今から考え
ようと思います。次回は、３月で
す。たくさんのみなさんの参加をお
待ちしています♪ 


